
15　
「
変
態
十
二
史
」
と
「
変
態
文
献
叢
書
」

16　

坂
本
篤
の
「
口
伝
・
艶
本
紳
士
録
」
と
『
文
芸

市
場
』

17　
『
竹
酔
自
叙
伝
』
と
朝
香
屋
書
店

18　

下
位
春
吉
と
『
全
訳
デ
カ
メ
ロ
ン
』

19　

佐
藤
紅
霞
と
『
世
界
性
欲
学
辞
典
』

20　

ク
ラ
ウ
ス
『
日
本
人
の
性
生
活
』
に
関
す
る
ミ

ス
テ
リ

21　

翻
訳
者
と
し
て
の
佐
々
木
孝
丸

22　

団
鬼
六
の
『
花
と
蛇
』
初
版

23　

千
草
忠
夫
と
『
不
適
応
者
の
群
れ
』

24　

江
戸
川
乱
歩
の
『
幽
鬼
の
塔
』

25　

 

井
東
憲
と
『
変
態
作
家
史
』

26　

山
崎
俊
夫
と
『
美
童
』

27　

北
島
春
石
と
倉
田
啓
明

28　

赤
本
、
演
歌
師
、
香
具
師

29　

三
人
の
画
家
と
「
宿
命
の
女
」

　
　

近
代
出
版
史
探
索　

目 

次

1　
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
か
ら
『
裏
窓
』
へ

2　
『
裏
窓
』
と
濡
木
痴
夢
男

3　

Ｓ
Ｍ
雑
誌
の
原
点
と
し
て
の
伊
藤
晴
雨

4　

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
キ
ン
ト
の
『
女
天
下
』

5　

フ
ッ
ク
ス
の
『
風
俗
の
歴
史
』

6　

中
川
彩
子
と
藤
野
一
友

7　

貸
本
マ
ン
ガ
家
鹿
野
は
る
お

8　

藤
見
郁
の
『
地
底
の
牢
獄
』

9　
『
あ
ま
と
り
あ
』
と
高
橋
鉄

10　
『
マ
ン
ハ
ン
ト
』
編
集
長 

中
田
雅
久

11　

謎
の
訳
者
帆
神
煕
と
第
一
出
版
社

12　

伏
見
冲
敬
訳
『
肉
蒲
団
』
を
め
ぐ
っ
て

13　

前
田
静
秋
・
西
幹
之
助
共
訳
『
ア
フ
ロ
デ
ィ

ト
』
と
紫
書
房

14　

村
山
知
義
と
艶
本
時
代

1471013161922252731343740

434750535660636669727578828588



47　

文
芸
市
場
社
復
刻
版
『
我
楽
多
文
庫
』

48　

通
俗
性
欲
書
と
南
海
書
院

49　

中
山
太
郎
と
『
売
笑
三
千
年
史
』

50　

丸
木
砂
土
『
風
変
り
な
人
々
』
と
澤
村
田
之
助

51　

シ
ャ
ン
ソ
ー
ル
『
さ
め
や
ま
』

52　

風
俗
資
料
刊
行
会
の
『
エ
ル
・
キ
タ
ー
ブ
』

53　

戦
前
戦
後
の
二
見
書
房

54　

西
谷
操
と
秋
朱
之
介
の
『
書
物
游
記
』

55　

尾
崎
久
彌
『
江
戸
軟
派
雑
考
』

56　

尾
崎
久
彌
と
若
山
牧
水

57　

異
能
の
翻
訳
者 

矢
野
目
源
一

58　

マ
リ
イ
・
ス
ト
ー
プ
ス
『
結
婚
愛
』

59　

マ
リ
ー
・
ス
ト
ー
プ
ス
と
能

60　

野
村
吉
哉
と
加
藤
美
侖

61　

南
柯
書
院
と
南
柯
叢
書

62　

平
井
功
と
『
游
牧
記
』

63　

平
井
功
『
孟
夏
飛
霜
』
と
近
代
文
明
社

30　

柳
沼
澤
介
と
武
俠
社

31　
『
近
代
犯
罪
科
学
全
集
』
と
『
性
科
学
全
集
』

32　
『
現
代
猟
奇
尖
端
図
鑑
』
と
『
世
界
猟
奇
全
集
』

33　

佐
治
祐
吉
の
『
恐
ろ
し
い
告
白
』

34　

今
東
光
の
『
稚
児
』

35　

今
東
光『
奥
州
流
血
録
』の
真
の
作
者 

生
出
仁

36　

南
方
熊
楠
と
酒
井
潔

37　

岡
書
院
の
『
南
方
随
筆
』

38　

岩
田
準
一
と
田
中
直
樹

39　

田
中
直
樹『
モ
ダ
ン
・
千
夜
一
夜
』と
奥
川
書
房

40　

横
山
重
と
大
岡
山
書
店

41　
『
岩
つ
つ
じ
』
と
「
未
刊
珍
本
集
成
」

42　

古
典
文
庫
と
『
男
色
文
献
書
志
』

43　

澤
田
順
次
郎
の
『
神
秘
な
る
同
性
愛
』

44　

中
野
正
人
、
花
房
四
郎
、『
同
性
愛
の
種
々
相
』

45　

宮
武
外
骨
と
紅
夢
楼
主
人
『
美
少
年
論
』

46　

折
口
信
夫
「
口
ぶ
え
」

929599103106109112116119122125128132135138142145

149152155158161164167170173176179182186189192195198



76　

ハ
ヴ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
の
日
月
社
版『
性
の
心
理
』

77　
『
性
の
心
理
』
と
田
山
花
袋
『
蒲
団
』

78　

田
山
花
袋
と
ゾ
ラ
の
英
訳

79　

田
山
花
袋
と
近
代
文
明
社
『
近
代
の
小
説
』

80　
『
性
の
心
理
』
と
『
相
対
会
研
究
報
告
』

81　
『
性
の
心
理
』
と
ナ
ボ
コ
フ
『
ロ
リ
ー
タ
』

82　

大
槻
憲
二
と
『
フ
ロ
イ
ド
精
神
分
析
学
全
集
』

83　

木
村
鷹
太
郎
訳
『
プ
ラ
ト
ー
ン
全
集
』

84　

花
咲
一
男
と
岡
田
甫

85　

日
輪
閣
『
秘
籍 

江
戸
文
学
選
』

86　

平
井
蒼
太
と
富
岡
多
恵
子
『
壺
中
庵
異
聞
』

87　

探
偵
小
説
、
民
俗
学
、
横
溝
正
史
『
悪
魔
の
手

鞠
唄
』

88　

六
人
社
版
『
真
珠
郎
』
と
『
民
間
伝
承
』

89　

探
偵
小
説
、
春
秋
社
、
松
柏
館

90　

梅
原
北
明
『
殺
人
会
社
』
と
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ン

ド
ン
『
殺
人
株
式
会
社
』

64　

典
文
社
印
刷
所
と
蘭
台
山
房
『
院
曲
サ
ロ
メ
』

65　

南
宋
書
院
、
涌
島
義
博
、
田
中
古
代
子

66　

宮
本
良
『
変
態
商
売
往
来
』
と
松
岡
貞
治
『
性

的
犯
罪
雑
考
』

67　

三
谷
幸
夫
訳
の
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル『
オ
ダ
リ
ス
ク
』

68　

ヂ
ィ
デ
ロ
『
不
謹
慎
な
宝
石
』
と
デ
ィ
ド
ロ

『
お
喋
り
な
宝
石
』

69　

松
村
喜
雄
『
乱
歩
お
じ
さ
ん
』
と
『
江
戸
川
乱

歩
殺
人
原
稿
』

70　

江
戸
川
乱
歩
と
中
央
公
論
社『
世
界
文
芸
大
辞
典
』

71　

江
戸
川
乱
歩
と
「
Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ズ
の
ひ
そ

か
な
る
情
熱
」

72　

乱
歩
、
谷
崎
潤
一
郎
、
ク
ラ
フ
ト
・
エ
ビ
ン
グ

『
変
態
性
欲
心
理
』

73　

乱
歩
以
後
の
Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ズ

74　

エ
ド
ワ
ー
ド
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
と
石
川
三
四
郎

75　

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
『
コ
リ
ド
ン
』

201204207210213216220223226229232236

239243246249253256259263266269273276280283286



104　
『
世
界
聖
典
全
集
』
と
世
界
文
庫
刊
行
会

105　

国
民
文
庫
刊
行
会
『
国
訳
大
蔵
経
』

106　

望
月
桂
、
宮
崎
安
右
衛
門
、
春
秋
社

107　

小
出
正
吾
『
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
物
語
』
と
厚
生
閣

書
店

108　

春
山
行
夫
と
小
谷
部
全
一
郎
『
日
本
及
日
本
国

民
之
起
原
』

109　

高
島
嘉
右
衛
門
、
高
木
彬
光
『
大
予
言
者
の
秘

密
』、
神
宮
館

110　

酒
井
勝
軍
と
内
外
書
房『
世
界
の
正
体
と
猶
太
人
』

111　

久
保
田
栄
吉
訳
『
驚
異
の
怪
文
書
ユ
ダ
ヤ
議
定

書
』
と
ノ
ー
マ
ン
・
コ
ー
ン
『
シ
オ
ン
賢
者

の
議
定
書
』

112　

四
王
天
延
孝『
猶
太
思
想
及
運
動
』と
内
外
書
房

113　

藤
沢
親
雄
、
横
山
茂
雄『
聖
別
さ
れ
た
肉
体
』、

チ
ャ
ー
チ
ワ
ー
ド『
南
洋
諸
島
の
古
代
文
化
』

114　

ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
『
二
十
世
紀
の
神
話
』
と
高

91　

大
内
三
郎
『
漂
魔
の
爪
』
と
伊
藤
秀
雄
『
明
治

の
探
偵
小
説
』

92　

ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
、
伴
大
矩
、
日
本
公
論
社

93　

八
切
止
夫
と
日
本
シ
ェ
ル
出
版

94　

森
下
雨
村
と
西
谷
退
三
訳
『
セ
ル
ボ
ー
ン
の
博

物
誌
』

95　

改
造
社
『
世
界
大
衆
文
学
全
集
』
と
中
西
裕

『
ホ
ー
ム
ズ
翻
訳
へ
の
道
―
延
原
謙
評
伝
』

96　

渡
辺
温
と
『
ポ
ー
・
ホ
フ
マ
ン
集
』

97　

岡
本
綺
堂
と
『
世
界
怪
談
名
作
集
』

98　
「
心
理
試
験
」
と
中
村
白
葉
訳
『
罪
と
罰
』

99　

奎
運
社
と
『
探
偵
文
芸
』
執
筆
者
人
脈

100　

新
光
社「
心
霊
問
題
叢
書
」と『
レ
イ
モ
ン
ド
』

101　

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
と
英
国
心
霊
研
究
協
会

102　

黒
岩
涙
香
『
天
人
論
』
と
マ
イ
ア
ー
ズ
『
霊
魂

不
滅
論
』

103　

黒
岩
涙
香
と
出
版

290293297300304307310314317320323326329
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124　

国
民
精
神
文
化
研
究
所
と
科
学
文
化
ア
カ
デ
ミ
ア

125　
「
パ
リ
の
日
本
人
た
ち
」
と
映
画

126　
『
伊
太
利
亜
』、『
イ
タ
リ
ア
』、『
戦
争
文
化
』

127　

ア
ル
ス
版
「
ナ
チ
ス
叢
書
」
と
『
世
界
戦
争
文

学
全
集
』、
ゾ
ラ
『
壊
滅
』

128　

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
『
ち
ょ
っ
と
ピ
ン
ぼ
け
』

と
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社

129　

田
代
金
宣
『
出
版
新
体
制
の
話
』
と
昭
和
十
年

代
後
半
の
出
版
業
界

130　

座
談
会
『
世
界
史
的
立
場
と
日
本
』、
米
倉
二

郎
『
東
亜
地
政
学
序
説
』
と
高
嶋
辰
彦

131　

生
活
社
、
鐡
村
大
二
、
小
島
輝
正

132　

富
沢
有
為
男『
地
中
海
』『
東
洋
』『
侠
骨
一
代
』

133　

仲
小
路
彰
の
さ
さ
や
か
な
肖
像

134　

厚
生
閣
『
日
本
現
代
文
章
講
座
』
と
春
山
行
夫

135　

三
富
朽
葉
と
大
鹿
卓
『
獵
矢
集
』

136　

国
柱
会
、
天
業
民
報
社
、
宮
沢
賢
治

田
里
惠
子
『
文
学
部
を
め
ぐ
る
病
い
』

115　

バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
と
白
揚
社
版
『
母
権
論
』

116　

第
一
書
房
版
『
我
が
闘
争
』
と
小
島
輝
正
『
春

山
行
夫
ノ
ー
ト
』

117　

ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
『
性
と
性
格
』
と
ダ
イ
ク
ス

ト
ラ
『
倒
錯
の
偶
像
』

118　

シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー『
西
洋
の
没
落
』、
室
伏
高
信
、

批
評
社

119　

ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
『
太
平
洋
地
政
学
』
と
太

平
洋
協
会

120　

平
野
義
太
郎
と
『
太
平
洋
の
民
族
＝
政
治
学
』

121　

高
楠
順
次
郎
『
知
識
民
族
と
し
て
の
ス
メ
ル

族
』、
ス
メ
ラ
学
塾
、
仲
小
路
彰
『
肇
国
』

122　

小
島
威
彦
『
百
年
目
に
あ
け
た
玉
手
箱
』、
戦

争
文
化
研
究
所
、
世
界
創
造
社

123　

小
島
威
彦
『
世
界
創
造
の
哲
学
的
序
曲
』
と
西

田
幾
多
郎

369374378382385389393397402407
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149　

草
村
北
星
、
隆
文
館
、
川
崎
安
『
人
體
美
論
』

150　

刀
江
書
院『
シ
ュ
ト
ラ
ッ
ツ
選
集
』と
高
山
洋
吉

151　

隆
文
館
の
軌
跡

152　

草
村
北
星
と
大
日
本
文
明
協
会

153　

埴
谷
雄
高
と
ヘ
ッ
ケ
ル
『
生
命
の
不
可
思
議
』

154　

龍
吟
社
、
大
本
教
、『
白
隠
和
尚
全
集
』

155　

財
政
経
済
学
会
と
『
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』

156　

国
木
田
独
歩
『
欺
か
ざ
る
の
記
』、
佐
久
良
書

房
、
隆
文
館

157　

建
築
工
芸
協
会
、
岡
本
定
吉
、
大
塚
稔

158　

龍
吟
社
と
彰
国
社

159　

草
村
北
星
『
戦
塵
を
避
け
て
』、
原
智
恵
子
、

『
シ
ョ
パ
ン
・
ピ
ア
ノ
曲
全
集
』

160　

小
川
菊
松
、
宮
下
軍
平
「
書
画
骨
董
叢
書
」
と

今
泉
雄
作
『
日
本
画
の
知
識
及
鑑
定
法
』

161　

吉
澤
孔
三
郎
と
近
代
社『
世
界
短
篇
小
説
大
系
』

162　

誠
文
堂
『
大
日
本
百
科
全
集
』
の
謎

137　

人
文
書
院
と
日
本
心
霊
学
会

138　

円
地
文
子
の
随
筆
集
『
女
坂
』

139　

田
中
守
平
と
太
霊
道

140　

松
田
甚
次
郎
『
土
に
叫
ぶ
』
と
羽
田
書
店

141　

島
木
健
作
『
生
活
の
探
求
』
と
柳
田
民
俗
学

142　

肥
田
春
充
『
国
民
医
術
天
真
法
』
と
村
井
弦
斎

143　

岡
田
虎
二
郎
、
岸
本
能
武
太
『
岡
田
式
静
坐
三

年
』、
相
馬
黒
光

144　

三
井
甲
之
と
『
手
の
ひ
ら
療
治
』

145　

安
彦
良
和
『
虹
色
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
』、『
合
気
道

開
祖
植
芝
盛
平
伝
』、
出
版
芸
術
社

146　

桜
沢
如
一
『
食
物
だ
け
で
病
気
が
癒
る
新
食
養

療
法
』
と
『
新
食
養
療
法
』

147　
「
赤
本
」
と
し
て
の
築
田
多
吉
『
家
庭
に
於
け

る
実
際
的
看
護
の
秘
訣
』

148　

三
浦
関
造
『
革
命
の
前
』、
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
、

竜
王
文
庫

460463466470474478481484488492496500
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177　

窪
田
十
一
と
『
人
肉
の
市
』

178　

中
村
武
羅
夫
『
文
壇
随
筆
』

179　

春
陽
堂
『
新
小
説
』
と
鈴
木
氏
亨

180　
『
文
藝
春
秋
』創
刊
号
、
田
中
直
樹
、
小
峰
八
郎

181　

加
藤
武
雄
と
『
近
代
思
想
十
六
講
』

182　

松
本
清
張
と
木
村
毅
『
小
説
研
究
十
六
講
』

『
私
の
文
学
回
顧
録
』

183　

農
民
文
芸
会
編
『
農
民
文
芸
十
六
講
』

184　

和
田
伝
編
『
名
作
選
集
日
本
田
園
文
学
』
と
加

藤
武
雄
「
土
を
離
れ
て
」

185　

和
田
伝
『
沃
土
』

186　

中
村
星
湖
「
こ
の
岸
あ
の
岸
」
と
初
訳
『
ボ

ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』

187　

吉
江
喬
松
「
百
姓
、
土
百
姓
」
と
新
潮
社

『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集
』

188　

春
秋
社
『
ゾ
ラ
全
集
』
と
吉
江
喬
松
訳
『
ル
ゴ

ン
家
の
人
々
』

163　

田
口
掬
汀
、
日
本
美
術
学
院
、『
美
術
辞
典
』

164　

黒
田
鵬
心
と
「
趣
味
叢
書
」
発
行
所

165　
『
新
声
』、『
明
星
』、「
文
壇
照
魔
鏡
」
事
件

166　

博
文
館
と
巌
谷
小
波
『
金
色
夜
叉
の
真
相
』

167　

新
潮
社
と
小
栗
風
葉
『
終
編
金
色
夜
叉
』

168　

広
津
和
郎
、
芸
術
社
『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』、

大
森
書
房

169　

村
松
梢
風
と
『
騒
人
』

170　

未
刊
の
『
大
正
文
学
全
集
』
と
佐
藤
耶
蘇
基

『
飢
を
超
し
て
』

171　

大
泉
黒
石
『
老
子
』、
仲
摩
照
久
、
新
光
社

172　

麻
生
久
『
黎
明
』、
大
鐙
閣
、『
解
放
』

173　

新
光
社
と
『
日
本
地
理
風
俗
大
系
』

174　

江
原
小
弥
太
、
越
山
堂
、
帆
刈
芳
之
助

175　

阿
野
自
由
里
『
ミ
ス
タ
ー
弥
助
』

176　

新
潮
社
「
感
想
小
品
叢
書
」、
菊
池
寛
『
わ
が

文
芸
陣
』、『
座
頭
市
地
獄
旅
』

558561564568571574577581585589592595599602

605608612615619623627631635638642645



200　

庄
野
誠
一
「
智
慧
の
環
」
と
集
英
社
『
日
本
文

学
全
集
』

あ
と
が
き

人
名
索
引

189　

企
画
編
集
者
と
し
て
の
吉
江
喬
松
と
中
央
公
論

社
『
世
界
文
芸
大
辞
典
』

190　

ゾ
ラ
の
翻
訳
者
と
し
て
の
武
林
無
想
庵

191　

改
造
社
「
ゾ
ラ
叢
書
」、
犬
田
卯
訳
『
大
地
』、

論
創
社
「
ル
ー
ゴ
ン
＝
マ
ッ
カ
ー
ル
叢
書
」

192　
「
ル
ー
ゴ
ン
＝
マ
ッ
カ
ー
ル
叢
書
」（
論
創
社

版
）
邦
訳
完
結
に
寄
せ
て

193　

大
正
時
代
に
お
け
る
「
ル
ー
ゴ
ン
＝
マ
ッ
カ
ー

ル
叢
書
」
の
翻
訳

194　

特
価
本
出
版
社
成
光
館

195　

ゾ
ラ
の
翻
訳
の
先
駆
者
飯
田
旗
軒

196　

井
上
勇『
フ
ラ
ン
ス
・
そ
の
後
』と
ゾ
ラ『
壊
滅
』

197　

島
中
雄
三
、
文
化
学
会
、『
世
界
文
豪
代
表
作

全
集
』

198　
『
居
酒
屋
』
の
訳
者
関
義
と
『
展
覧
会
の
絵
』

199　

砂
子
屋
書
房
「
新
農
民
文
学
叢
書
」
と
丸
山
義

二
『
田
舎
』

649653656660664668671674677680683

687692727



1　『奇譚クラブ』から『裏窓』へ

1　
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
か
ら
『
裏
窓
』
へ

近
代
出
版
史
探
索
の
扉
を
開
く
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
何
よ
り
も
こ
の

雑
誌
の
戦
後
史
こ
そ
は
、
戦
前
の
出
版
業
界
の
地
下
水
脈
と
つ
な
が
り
、
赤
本
業
界
と
所
謂
「
エ
ロ
雑
誌
」
世
界
の
歴
史

を
克
明
に
物
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
私
は
こ
の
雑
誌
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
読
ん
だ
わ
け
で
も
、
愛
読
者
で
あ
っ

た
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
戦
後
出
版
史
の
裏
面
を
形
成
す
る
人
脈
、『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
を
発
端
と
す
る
Ｓ
Ｍ
雑
誌
の
系
譜
、

そ
れ
ら
を
発
行
し
た
出
版
社
と
そ
の
流
通
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
な
言
及
は
他
に

ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。

昭
和
二
十
二
年
十
月
に
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
は
カ
ス
ト
リ
雑
誌
と
し
て
大
阪
の
曙
書
房
か
ら
創
刊
さ
れ
た
。
山
本
明
の

『
カ
ス
ト
リ
雑
誌
研
究
』（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
）
に
は
創
刊
号
の
表
紙
が
掲
載
さ
れ
、「
カ
ス
ト
リ
・
大
衆
娯
楽
雑
誌
年
表
・

解
説
」
に
よ
れ
ば
、「
42
ｐ
・
22
円
」
と
あ
る
。
カ
ス
ト
リ
雑
誌
か
ら
Ｓ
Ｍ
雑
誌
へ
と
本
格
的
に
移
行
し
た
の
は
二
十
七

年
に
な
っ
て
か
ら
と
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
に
終
刊
に
な
る
ま
で
、
休
刊
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

読
み
継
が
れ
て
き
た
特
異
な
雑
誌
と
い
え
よ
う
。
木
本
至
は
『
雑
誌
で
読
む
戦
後
史
』（
新
潮
社
）
の
「
奇
譚
ク
ラ
ブ
」

の
項
で
、「
そ
の
表
紙
に
触
れ
る
だ
け
で
も
戦
慄
が
走
る
一
種
危
険
な
雑
誌
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』、
戦
後
の
裏
文
化
の
帝
王
と

も
評
せ
る
雑
誌
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
の
面
影
は
復
刻
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
高
倉
一
編
『
秘
密
の
本
棚
Ⅰ
・
Ⅱ
』（
徳
間
文

庫
）
を
繰
っ
て
み
れ
ば
、
す
ぐ
に
わ
か
る
だ
ろ
う
。

木
本
の
記
述
に
加
え
て
、
北
原
童
夢
と
早
乙
女
宏
美
の
『「
奇
譚
ク
ラ
ブ
」
の
人
々
』（
河
出
文
庫
）
を
参
照
す
る
と
、
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軍
属
の
新
聞
記
者
だ
っ
た
吉
田
稔
が
、
戦
後
の
大
阪
の
焼
け
跡
で
同
じ
隊
に
い
た
須
磨
利
之
と
出
会
う
。
吉
田
は
す
で
に

カ
ス
ト
リ
雑
誌
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
を
発
行
し
て
い
た
が
、
売
れ
行
き
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
須
磨
に
相
談
す
る
と
、

須
磨
自
ら
が
実
質
的
な
編
集
長
と
な
り
、
自
ら
の
性
癖
に
基
づ
く
Ｓ
Ｍ
変
態
総
合
雑
誌
へ
と
変
身
さ
せ
た
。
一
人
で
何
役

も
こ
な
し
、
喜
多
玲
子
の
名
前
で
縛
ら
れ
た
女
の
絵
を
描
き
、
高
月
大
三
と
し
て
Ｓ
Ｍ
時
代
小
説
を
書
き
、
モ
デ
ル
を

縛
っ
て
の
写
真
撮
影
も
こ
な
し
た
。『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
は
取
次
を
通
さ
な
い
直
販
雑
誌
で
、
吉
田
が
書
店
と
直
接
取
引
を

行
な
い
、
五
千
部
か
ら
七
千
部
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
Ｓ
Ｍ
変
態
総
合
雑
誌
と
な
っ
て
か
ら
は
三
万
部
発
行
す
る
よ
う
に

な
り
、
完
売
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

須
磨
は
京
都
美
術
学
校
を
卒
業
し
、
日
本
画
家
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
画
家
、
作
家
、
縄
師
、
カ
メ
ラ
マ

ン
も
兼
ね
、『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
を
凡
百
の
カ
ス
ト
リ
雑
誌
か
ら
Ｓ
Ｍ
変
態
総
合
雑
誌
へ
と
仕
立
て
上
げ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

だ
が
発
行
人
の
吉
田
は
須
磨
と
異
な
り
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
癖
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
株
で
儲
け

た
金
を
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
注
ぎ
こ
み
、
発
禁
や
嫌
が
ら
せ
に
抗
し
て
、
雑
誌
を
刊
行
し
続
け
た
。
そ
れ
は
第
五
号
に

「
我
々
は
、
如
何
な
る
権
力
に
対
し
て
も
、
絶
対
に
恐
れ
ず
、
お
び
え
ず
、
て
ら
は
ず
、
お
ほ
ら
か
な
気
持
で
も
つ
て
発

行
を
続
け
て
ゆ
く
」
と
記
し
た
吉
田
の
意
地
も
絡
ん
で
い
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
性
癖
の
異
な
る
二
人
の
関
係
は
長
続
き
す
る
は
ず
も
な
く
、
吉
田
と
意
見
が
食
い
違
う
よ
う
に
な

り
、
須
磨
は
二
十
八
年
に
雑
誌
か
ら
手
を
引
い
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
続
い
て
、
三
十
年
ま
で
連
続
し
て
毎
年
摘
発
押
収
を

受
け
、
吉
田
は
三
十
年
に
半
年
ば
か
り
休
刊
に
追
い
こ
ま
れ
た
。「
当
時
の
出
版
警
察
に
と
っ
て
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
壊
滅

は
第
一
目
標
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」（
木
本
至
）。
だ
が
熱
烈
な
読
者
の
要
望
も
あ
り
、
復
刊
に
至
っ
た
こ
と
が
作
用
し

て
か
、
三
十
一
年
十
二
月
号
か
ら
沼
正
三
の
『
家
畜
人
ヤ
プ
ー
』
の
連
載
が
始
ま
る
、
ま
た
団
鬼
六
（
最
初
の
ペ
ン
ネ
ー
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ム
は
花
巻
京
太
郎
）
が
三
十
三
年
七
月
号
に
Ｓ
Ｍ
小
説
「
お
町
の
最
期
」
を
投
稿
し
、
三
十
八
年
八
・
九
月
号
か
ら
八
年

に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
『
花
と
蛇
』
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
。
沼
正
三
や
団
鬼
六
ば
か
り
で
な
く
、
多
く

の
読
者
た
ち
が
投
稿
か
ら
始
め
て
常
連
の
執
筆
者
と
な
り
、
作
家
や
画
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
こ
と
も
、『
奇
譚
ク
ラ

ブ
』
の
大
い
な
る
特
色
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
須
磨
は
、
お
そ
ら
く
高
橋
鉄
の
性
風
俗
誌
『
あ
ま
と
り
あ
』
の
口
絵
の
依
頼
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
上
京
し
て
日
本
特
集
出
版
社
（
日
本
文
芸
社
）
の
『
風
俗
草
紙
』
の
編
集
に
携
わ
る
。『
あ
ま
と
り
あ
』
の
版

元
で
あ
る
久
保
書
店
で
、
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
専
門
誌
『
マ
ン
ハ
ン
ト
』
の
編
集
長
を
務
め
て
い
た
中
田
雅
久
の
証
言
に
よ

れ
ば
、
日
本
文
芸
社
の
編
集
責
任
者
氏
家
富
良
が
須
磨
を
招
聘
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
須
磨
は
久
保
書
店
の
『
裏
窓
』
の

編
集
長
も
引
き
受
け
、
大
阪
で
芽
生
え
た
Ｓ
Ｍ
変
態
総
合
雑
誌
が
東
京
へ
と
移
植
、
伝
播
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
の
で
あ

る
。
そ
の
後
実
際
に
須
磨
は
美
濃
村
晃
と
名
乗
り
、
い
く
つ
も
の
Ｓ
Ｍ
雑
誌
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
の
流
通
が
書
店
と
の
直
接
取
引
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
発
行
所
は
曙
書
房
か
ら
始
ま
り
、
三

十
年
に
天
星
社
、
四
十
二
年
に
暁
出
版
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
各
県
の
有
害
図
書
指
定
を
受
け
始
め

て
い
る
事
実
か
ら
の
推
測
だ
が
、
こ
の
時
期
に
取
次
口
座
を
開
き
、
新
刊
書
店
ル
ー
ト
で
の
販
売
が
可
能
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昭
和
三
十
二
年
に
団
が
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
と
出
会
っ
た
の
は
新
宿
の
古
本
屋
の
店
頭
に
お
い
て
だ
っ

た
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
代
ま
で
主
と
し
て
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
は
赤
本
や
特
価
本
業
界
の
流
通
ル
ー
ト
で
販
売
さ
れ
て
い

た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
日
本
文
芸
社
も
久
保
書
店
も
、
こ
の
業
界
の
出
身
と
見
な
し
て
い
い
か
ら
だ
。
大
阪
と
東
京
の
赤

本
業
界
は
緊
密
に
つ
な
が
り
、
そ
の
中
で
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
か
ら
『
裏
窓
』
に
至
る
流
れ
が
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
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そ
し
て
コ
ー
ン
は
さ
ら
に
付
け
加
え
て
い
る
。「
ユ
ダ
ヤ
人
世
界
支
配
陰
謀
神
話
は
ま
だ
絶
命
し
て
い
な
い
。
ま
た
別

の
偽
装
の
下
に
蘇
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
。
こ
れ
も
ま
た
確
か
に
そ
う
な
の
だ
。
現
在
で
も
ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
神
話
本
の
出

版
は
後
を
絶
た
ず
、
他
な
ら
ぬ
「
日
出
る
国
」
で
も
延
命
し
て
い
る
。
そ
れ
は
偽
書
『
プ
ロ
ト
コ
ル
』
の
影
響
が
ま
だ
終

焉
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

112　

四
王
天
延
孝
『
猶
太
思
想
及
運
動
』
と
内
外
書
房

『
驚
異
の
怪
文
書
ユ
ダ
ヤ
議
定
書
』
の
「
訳
者
の
言
葉
」
に
お
い
て
、
久
保
田
栄
吉
は
ユ
ダ
ヤ
研
究
の
権
威
と
し
て
、

「
四
王
天
延
孝
閣
下
及
安
江
陸
軍
、
犬
塚
海
軍
其
他
の
先
輩
」
の
名
前
を
挙
げ
、
謝
辞
を
恩
師
の
相
馬
愛
蔵
、
黒
光
や
杉

山
茂
丸
な
ど
に
掲
げ
て
い
る
。
後
者
の
相
馬
夫
妻
や
杉
山
の
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
お
く
が
、
前
者
の
名
前
は
久
保
田
の
ユ
ダ

ヤ
研
究
が
軍
部
の
人
々
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
進
ん
で
き
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

し
か
も
四
王
天
た
ち
は
既
述
し
た
酒
井
勝
軍
の
著
書
の
版
元
で
あ
る
内
外
書
房
か
ら
、
い
ず
れ
も
が
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
ユ

ダ
ヤ
問
題
に
関
す
る
著
作
を
刊
行
し
て
い
る
。
彼
ら
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
宮
沢
正
典
が
『
ユ
ダ
ヤ
人
論
考
』（
新
泉
社
）
で

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
四
王
天
延
孝
＝
藤
原
信
孝
、
安
江
仙
弘
＝
包
荒
子
、
犬
塚
惟
重
＝
宇
都
宮
希
洋
で
あ
る
。

内
外
書
房
に
よ
っ
た
す
べ
て
の
著
者
た
ち
が
判
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
名
前
を
挙
げ
た
人
々
を
考

え
る
と
、
酒
井
や
樋
口
艶
之
助
＝
北
上
梅
石
は
神
学
校
出
身
、
四
王
天
た
ち
は
語
学
に
通
じ
、
特
務
機
関
に
関
係
す
る
軍

人
で
、
彼
ら
の
共
通
点
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
体
験
と
従
軍
、
ロ
シ
ア
革
命
と
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
へ
の
注
視
で
あ
ろ
う
。
ま
た

国
内
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
反
発
も
共
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
彼
ら
が
内
外
書
房
と
手
を
携
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え
、『
プ
ロ
ト
コ
ル
』
に
基
づ
く
反
ユ
ダ
ヤ
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
繰
り
広
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
行
な
っ
た
全
国

各
地
で
の
夥
し
い
講
演
を
、
内
外
書
房
は
本
や
小
冊
子
と
し
て
刊
行
し
た
。
そ
の
内
外
書
房
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
出

版
史
に
お
け
る
言
及
を
見
て
い
な
い
し
、
全
貌
も
発
行
人
の
舟
越
石
治
の
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
外
務
省
の
外
郭
団

体
で
、『
国
際
秘
密
力
の
研
究
』（
後
に
『
猶
太
研
究
』）
を
出
し
て
い
た
国
際
政
経
学
会
の
関
係
者
と
の
推
測
は
つ
く
に
し

て
も
。

し
か
し
内
外
書
房
が
行
な
っ
た
反
ユ
ダ
ヤ
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
称
し
て
、
宮
沢
は
『
ユ
ダ
ヤ
人
論
考
』
の
本
文
で
は
な

く
、
注
の
部
分
で
「
内
外
書
房
の
熱
烈
な
肩
入
れ
」
と
見
な
し
、
同
社
の
大
沢
鷺
山
『
日
本
に
現
存
す
る
フ
リ
ー
メ
ー
ソ

ン
リ
ー
』
や
武
藤
貞
一
『
ユ
ダ
ヤ
人
の
対
日
攻
勢
』
の
巻
末
や
カ
バ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
出
版
者
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。

こ
の
二
冊
は
入
手
し
て
い
な
い
の
で
、
宮
沢
の
同
書
か
ら
再
引
用
す
る
。

「
大
正
十
二
年
の
大
震
災
直
後
か
ら
小
房
が
発
行
し
た
ユ
ダ
ヤ
研
究
に
関
す
る
諸
先
生
十
余
種
の
著
述
は
計
ら
ず
憂
国
の

各
位
よ
り
大
好
評
を
受
け
、
こ
の
種
の
出
版
を
続
行
す
る
や
う
絶
え
ず
激
励
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く
感
謝
し
ま
す
。」

「
願
ふ
、
関
東
大
震
災
の
劫
火
未
だ
消
え
さ
ら
ざ
る
時
、
切
に
猶
太
研
究
の
先
覚
の
諸
先
生
に
願
ひ
、『
猶
太
禍
』『
猶
太

人
の
世
界
政
略
運
動
』『
猶
太
民
族
の
研
究
』『
共
産
党
の
話
』『
猶
太
人
の
大
陰
謀
』『
世
界
の
正
体
と
猶
太
人
』
を
発
行
、

好
評
絶
讃
普
及
実
に
四
万
冊
を
突
破
、
更
に
、『
何
故
の
露
国
承
認
ぞ
』『
自
由
平
等
友
愛
と
猶
太
民
族
』『
皇
国
を
呪
ふ

二
重
陰
謀
』
の
三
小
冊
子
五
万
を
全
国
的
に
無
料
配
布
せ
し
等
、
小
房
が
報
国
一
片
の
赤
心
、
此
の
驚
く
べ
き
猶
太
禍
を

警
告
せ
し
は
、
諸
者
各
位
の
尚
御
記
憶
せ
ら
る
ゝ
で
あ
ら
う
云
々
。」

こ
れ
ら
の
お
そ
ら
く
発
行
人
の
舟
越
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
内
外
書
房
が
関
東
大
震
災
後
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
続

く
昭
和
経
済
恐
慌
の
中
で
、
書
名
に
象
徴
さ
れ
る
反
ユ
ダ
ヤ
人
言
説
が
日
本
中
に
撒
き
散
ら
さ
れ
て
い
っ
た
状
況
が
ま
ざ
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ま
ざ
と
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
に
次
回
言
及
す
る
ナ
チ
ズ
ム
文
献
の
翻
訳
と
研
究
書
の
出
版
が
相
乗
し
、

さ
ら
に
多
く
の
周
辺
出
版
物
が
加
わ
り
、
確
た
る
分
野
を
形
成
し
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
集
大
成
的
一
冊
が
陸
軍
中
将
の
位
を
冠
し
た
四
王
天
延
孝
の
『
猶
太
思
想
及
運
動
』（
た
だ
し
箱
表
記
は
ユ
ダ
ヤ
）

で
、
こ
れ
は
昭
和
十
六
年
に
も
ち
ろ
ん
内
外
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
菊
判
五
百
ペ
ー
ジ
余
、
内
容
は
ユ
ダ
ヤ
民
族

の
歴
史
と
思
想
、
そ
の
秘
密
結
社
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
、
ロ
シ
ア
革
命
、
第
一
次

世
界
大
戦
に
及
ぼ
し
た
影
響
、
及
び
東
洋
政
策
、
満
州
事
変
、
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
関
与
、
日
本
と
ユ
ダ
ヤ
問
題
に
付

け
加
え
、「
付
録
」
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
彼
自
身
の
翻
訳
『
シ
オ
ン
の
議
定
書
』
の
収
録
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て

同
書
は
四
王
天
が
戦
後
に
な
っ
て
著
わ
し
た
『
四
王
天
延
孝
回
顧
録
』（
み
す
ず
書
房
）
で
述
べ
て
い
る
ハ
ル
ビ
ン
特
務
機

関
時
代
の
大
正
十
年
頃
に
大
連
で
印
刷
し
、
菊
判
二
百
ペ
ー
ジ
、
五
百
部
に
ま
と
め
た
ユ
ダ
ヤ
研
究
か
ら
始
ま
る
到
達
点

を
示
し
て
い
よ
う
。

『
四
王
天
延
孝
回
顧
録
』
や
人
名
事
典
に
よ
れ
ば
、
彼
は
日
露
戦
争
を
経
て
陸
大
を
卒
業
後
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
ロ
シ
ア
語

を
修
得
し
、
教
官
な
ど
を
務
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
三
年
間
フ
ラ
ン
ス
軍
に
従
軍
し
、
帰
国
後
は
前
述
の
ハ
ル

ビ
ン
特
務
機
関
の
他
に
陸
軍
航
空
学
校
、
陸
軍
省
、
国
際
連
盟
を
経
て
、
衆
議
院
議
員
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
か
た
わ

ら
で
、
彼
が
反
ユ
ダ
ヤ
運
動
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
明
白
だ
が
、『
回
顧
録
』
に
ユ
ダ
ヤ
研
究
や
そ
の
た
め
の
民
族
研

究
会
の
創
立
は
書
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
詳
細
や
内
外
書
房
か
ら
出
し
た
本
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
に
彼
の
戦
後
の
『
回
顧
録
』
は
、
反
ユ
ダ
ヤ
言
説
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
渦
中
に
い
た
自
ら
を
描
い
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
こ
れ
が
昭
和
十
年
ま
で
の
記
録
だ
と
し
て
も
、
意
図
的
に
省
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
し
か
な
い
。
だ
が
彼
は
第
二

次
世
界
大
戦
が
ユ
ダ
ヤ
の
陰
謀
だ
と
の
説
を
終
生
変
え
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
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そ
れ
で
も
四
王
天
が
『
回
顧
録
』
を
執
筆
し
た
こ
と
に
比
べ
、
安
江
仙
弘
は
敗
戦
時
に
も
満
州
国
政
府
顧
問
と
し
て
と

ど
ま
り
、
ソ
連
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
死
亡
。
犬
塚
惟
重
は
こ
れ
も
敗
戦
の
際
に

マ
ニ
ラ
で
逮
捕
さ
れ
、
捕
虜
虐
待
容
疑
で
戦
犯
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
そ
の
後
釈
放
さ
れ
、
日
本
に
戻
り
、
日
本
イ
ス
ラ
エ

ル
友
好
協
会
に
加
わ
っ
て
い
た
が
、
戦
時
中
に
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
、
そ
れ
を
退
会
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
内
外
書
房
の
舟
越
石
治
の
消
息
は
ま
っ
た
く
つ
か
め
な
い
。
四
王
天
以
外
の
三
人
が
何
ら
か
の
記

録
や
証
言
を
残
し
て
い
れ
ば
、
も
う
少
し
内
外
書
房
の
出
版
物
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
象
徴
的
に
表
出
し
た
、
大
正
末
か
ら

昭
和
に
か
け
て
の
日
本
に
お
け
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
く
っ
き
り
し
た
軌
跡
が
描
け
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
れ
は
あ
き
ら

め
る
し
か
な
い
。

そ
の
こ
と
を
無
視
し
て
、
Ｍ
・
ト
ケ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
『
河
豚
計
画
』（
加
藤
明
彦
訳
、
日
本
ブ
リ
タ
ニ
カ
）
や
赤
間
剛
の

『
日
本
＝
ユ
ダ
ヤ
陰
謀
の
構
図
』（
徳
間
書
店
）
へ
飛
躍
し
て
し
ま
う
の
は
、
資
料
的
に
心
も
と
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

の
で
、
こ
こ
で
止
め
る
。

113　

藤
沢
親
雄
、
横
山
茂
雄
『
聖
別
さ
れ
た
肉
体
』、
チ
ャ
ー
チ
ワ
ー
ド
『
南
洋
諸
島
の
古
代
文
化
』

前
回
『
猶
太
思
想
及
運
動
』
や
『
四
王
天
延
孝
回
顧
録
』
の
四
王
天
が
、
パ
リ
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
際
連
盟
に
出
向
し

て
い
た
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
そ
れ
は
大
正
十
三
年
か
ら
昭
和
二
年
に
か
け
て
だ
っ
た
。
彼
は
『
回
顧
録
』
の
中
で
そ
れ

を
、「
現
職
生
活
中
公
私
共
に
最
も
印
象
深
い
も
の
の
一
つ
」
と
述
べ
て
い
た
。
同
時
代
の
国
際
連
盟
に
深
く
関
わ
っ
た

日
本
人
が
い
る
。
そ
れ
は
藤
沢
親
雄
で
、
彼
は
大
正
八
年
に
元
満
鉄
総
裁
松
岡
均
平
に
随
行
し
、
そ
の
前
年
か
ら
同
連
盟
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